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職業を持つことの素晴しさを学ぶ（上牧第二中学校）

住民と　ともに協働のまちづくり



2
かんまき 2012.3.

住
民
と
町
が
協
働
で
行
う

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
を
定
め
た
条
例
で
、「
自

治
体
の
憲
法
」
と
も
呼
ば
れ

る
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を

つ
く
る
た
め
の
仕
組
み
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
策

定
委
員
会
で
は
、
こ
の
条
例

案
を
策
定
す
る
た
め
に
様
々

な
議
論
や
検
討
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
23
年
６
月
か
ら
は
三

つ
の
部
会（
町
民
部
会
、
議
会

部
会
、
行
政
部
会
）に
分
か
れ
、

全
体
会
と
並
行
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
ご
と
に
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
こ
の
条
例
を

ま
ち
づ
く
り
の
最
高
規
範
と

位
置
づ
け
、
住
民
の
み
な
さ

ん
と
議
会
と
行
政
が
お
互
い

に
手
と
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
、「
住
ん
で
み
た
い
」、「
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
、
「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思

え
る
上
牧
町
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
策
定
委
員
会
で
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
と
町
が
協
働
で
行
う
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る

た
め
の
条
例
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
と
は

上上牧牧町町ままちちづづくくりり基基本本条条例例策策定定委委員員会会

▲上牧町の現状についての意見交換
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昨
年
６
月
か
ら
各
部
会
に
分
か
れ
て
活
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
委
員
と
な
っ
た
十
人

は
、
世
代
も
生
活
環
境
も
バ
ラ
バ
ラ
で
（
青
年
層
が
い
れ
ば
な
お
さ
ら
良
か
っ
た
の
で
す

が
…
）、
毎
回
の
会
議
で
は
上
牧
町
の
未
来
を
つ
く
っ
て
行
く
と
い
う
ロ
マ
ン
を
胸
に
秘
め
、

町
民
の
視
点
に
た
っ
て
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

〜
町
民
は
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
〜

町
民
が
い
か
に
町
に
興
味
を
持
ち
、
町
の
一
員
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
今
以
上
に
参

画
（
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
・
町
の
行
事
な
ど
）
し
て
行
け
る
か

を
情
報
の
共
有
、
住
民
参
画
、
協
働
の
点
か
ら
と
ら
え
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ

の
持
て
る
力
を
生
き
生
き
と
発
揮
で
き
る
条
文
を
つ
く
り
た
い
と
、
次
の
事
を
念
頭
に
お

い
て
考
え
て
い
ま
す
。

・
条
例
は
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
も
の

で
あ
る
こ
と
。

・
住
民
自
治
の
一
層
の
推
進
が
で
き
る
こ
と
。

・
自
治
体
の
自
己
改
革
の
推
進
が
で
き
る
こ
と
。

・
住
民
参
画
の
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
の
保
障
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
町
民
が
直
接
意
思
を
表
示
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
設
定
。

・
次
世
代
の
意
思
が
町
政
に
生
か
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

・
未
成
年
の
町
民
に
対
し
て
も
、
各
年
齢
層
に

応
じ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
権
利
が
保

障
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

町
民
部
会
は
、
町
民
が
暮
ら
し
や
す
い
町
を

目
指
し
て
、
条
例
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

上
牧
町
が
『
財
政
破
綻
！
早
期
健
全
化
団
体
に
！
』
の
ニ
ュ
ー
ス
に
住
民
が
大
き
な
危

機
感
を
持
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

早
期
健
全
化
団
体
に
陥
っ
た
原
因
の
一
つ
に
、
議
会
の
機
能
不
全
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
ま
で
議
員
の
議
会
改
革
へ
の
意
欲
や
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
ほ
と
ん

ど
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
会
部
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
議
会
や
議
員
の
役
割
、
責
任
、
資
質
に
つ
い

て
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
た
。

議
員
に
反
省
を
求
め
る
点
に
つ
い
て
は
、

・
一
般
質
問
を
し
な
い
議
員
が
い
る

・
住
民
へ
の
報
告
が
不
充
分

・
議
員
か
ら
の
政
策
提
案
が
無
い

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

議
会
が
行
政
に
対
し
、
特
に
財
政
面
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
果
た
し
て
い
な
か
っ

た
事
も
話
し
合
い
の
中
で
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
外
部
監
査
報
告
で
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
議
会
や
議
員
が
今
後
ど
の
よ
う
に

責
務
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
も
、

具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

例・
議
会
報
告
会
、
公
聴
会
の
開
催

・
議
案
の
賛
否
状
況
の
公
開

・
議
員
活
動
情
報
の
公
開

・
議
員
の
口
利
き
の
記
録
の
公
開

・
議
会
の
ネ
ッ
ト
中
継
　
な
ど

な
お
、
現
在
は
議
会
に
お
い
て
も
議
会
改

革
先
進
自
治
体
の
視
察
な
ど
も
行
わ
れ
始
め
ま

し
た
。
今
後
は
部
会
と
し
て
、
議
会
と
の
意
見

交
換
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
各
部
会
か
ら
の
経
過
報
告
◆

各
部
会
か
ら
こ
れ
ま
で
の
議
論
・
検
討
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
紹
介
し

ま
す
。町

民
部
会
か
ら

議
会
部
会
か
ら
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上
牧
町
の
「
財
政
早
期
健
全
化
団
体
に
転
落
」
と
「
土
地
開
発
公

社
の
経
営
破
綻
」
と
い
う
特
殊
事
情
を
十
分
に
理
解
し
、
そ
の
反
省

と
「
二
度
と
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
志
を
も
っ
て
、

全
町
を
あ
げ
て
再
発
防
止
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
政
部
会
で
は
、
そ
の
た
め
の
「
町
（
行
政
）
の
役
割
と
責
務
」
を

明
確
に
規
定
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
よ
う
な
課
題
で
学
習
し
、

討
議
し
て
き
ま
し
た
。

☆
行
政
の
仕
組
み
を
知
る

・
町
の
組
織
を
確
認
す
る

・
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
町
の
条
例
な
ど
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

る
か
を
知
る（
例
規
一
覧
）
な
ど
。

☆
行
政
に
関
す
る
問
題
点
を
出
し
合
う

・
町
長
や
町
職
員
は
誰
の
た
め
に
働
く
の
か
。
例
え
ば
一
部
の
者

の
利
益
を
重
視
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

・
告
示
や
公
告
な
ど
の
や
り
方
は
今
の
ま
ま
で
よ
い
の
か

な
ど
。

町
長
と
町
職
員
は
、
町

民
の
た
め
に
、
町
民
の
福

祉
の
た
め
に
仕
事
を
す
る

と
い
う
こ
と
を
基
本
に
お

い
て
、
制
度
・
政
策
面
と

組
織
・
人
事
の
面
と
の
二

方
向
か
ら
検
討
を
続
け
、

住
民
を
主
体
に
考
え
た

「
町
政
運
営
」
を
提
案
（
条

例
案
）す
る
た
め
に
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
が
塾
と
異
な
り
ま
す 

・
孫
の
よ
う
に
愛
情
を
も
っ
て
指
導 

・
不
登
校
生
二
人
を
救
う 

・
格
安
な
月
謝
、
定
員
七
人
制 

・
徹
底
し
た
き
め
細
か
い
指
導 

・
二
週
間
の
体
験
学
習 

　 　
間
も
な
く
新
学
期
を
迎
え
る
小
、中
学
生

に
適
切
な
名
言
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

　
夢
は
見
る
も
の
で
は
な
く 

　
実
現
す
る
も
の
だ
　
　
　
　
澤
選
手 

新
中
学
三
年
生
は
早
く
志
望
校
を
決
め
て

目
標
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

　
人
が
先
ず
習
慣
を
作
る
と
そ
の
後
は 

　
習
慣
が
人
を
作
る
　
　
ド
ラ
イ
デ
ン 

小
学
生
は
勉
強
す
る
習
慣
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

す
る
と
自
然
と
足
が
机
に
向
か
い
ま
す
。 

 

　
成
績
が
上
が
ら
な
い
子
供
の
勉
強
中
の

態
度
の
共
通
点
は 

一
、
遊
び
と
勉
強
の
ケ
ジ
メ
が
つ
か
な
い 

二
、
字
を
書
く
と
き
片
手
で
書
く 

三
、
説
明
中
両
手
を
机
の
上
に
置
か
な
い 

四
、
言
っ
て
も
教
科
書
に
線
を
引
か
な
い 

　
即
ち
、
名
言
の
よ
う
に
悪
い
習
慣
が
悪

い
態
度
を
作
っ
て
い
ま
す
。
私
の
所
は
小

人
数
の
た
め
口
酸
っ
ぱ
く
注
意
し
て
よ
く

な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
大
人
数
の
塾

で
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
そ
し
て
ヤ
ル
気
と
努
力
を
引
き
出
せ
ば

誰
で
も
成
績
は
上
が
り
ま
す
。
英
語
の

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
本
来
の
意
味
は

引
き
出
す
と
い
う
こ
と
で
決
し
て
教
育
と

い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

寺
子
屋
か
ら
の
募
集 （

広
告
）

▼
委
員
会
は
公
開
し
て
い
ま
す

こ
の
委
員
会
は
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
傍

聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
議
の
様
子
を
ま
と
め
た
議
事
録
を
役
場
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
、
図
書
館
、
２
０
０
０
年
会
館
、
片
岡
台
出
張

所
、
各
地
域
の
公
民
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w

w
w
1
.o
cn
.n
e.jp
/^k
an
m
ak
i/

▼
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

【
部
会
】

▼
と
　
き

３
月
21
日（
水
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ

役
場
二
階
　
第
三
会
議
室

ほ
か

【
全
体
会
】

▼
と
　
き

４
月
18
日（
水
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ

役
場
三
階
　
委
員
会
室

▼
お
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

内
線
２
３
３
、
２
３
４
番

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
も
応
じ
ま
す
。

k
a
n
a
m
k
isa
sa
y
u
ri@
cle
a
r.o
cn
.n
e
.jp

行
政
部
会
か
ら

◆
委
員
会
委
員
紹
介
◆

【
委

員

長
】
遠
山
健
太
郎（
町
民
部
会
）

【
副
委
員
長
】
小
林
三
紘（
議
会
部
会
）

〔
町
民
部
会
〕

足
立
和
己（
部
会
長
）、
井
尻
常
正
、
小
田
博
茂
、

木
村
俊
彦
、
三
浦
詔
俊
、
梶
野
洋
子
、
平
嶋
友
紀
子
、

辻
　
敏
子
、
植
村
隆
弘

〔
議
会
部
会
〕

田
島
典
子（
部
会
長
）、
小
谷
洋
子
、
西
田
久
美
子
、

藤
井
照
雄
、
西
野
昭
治
、
東
　
充
洋

〔
行
政
部
会
〕

藤
村
安
則（
部
会
長
）、
柄
沢
昌
子
、
畑
中
　
一
、

山
中
恭
子
、
山
原
正
幸
、
堀
内
英
樹
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・・・・・　
塾
の
商
売
は
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
よ
う

で
儲
か
れ
ば
（
生
徒
が
増
え
れ
ば
）
一
人
一

人
へ
の
き
め
細
か
い
指
導
は
不
可
能
で
結

果
的
に
あ
そ
こ
の
塾
は
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
な
い
と
転
職
を
繰
り
返
す
大
人
が
い
る

よ
う
に
転
塾
を
繰
り
返
す
生
徒
も
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
体
験
学
習
で
ど
こ
に
も
負
け
な
い

き
め
細
か
い
指
導
を
経
験
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
数
理
は
、息
子（
関
学
在
学
中
）が
指
導 

 

　
中
学
生 

週
２
回
各
２
時
間
　
英
数
理
社
　
１
万
２
千
円 

　
小
学
３
〜
６
年
生 

週
２
回
各
１
時
間
　
英
語
　
　
５
千
円 

週
２
回
各
１
時
間
　
算
国
　
　
５
千
円 

週
２
回
各
２
時
間
　
英
算
国
　
１
万
円 

 

電
話

０
７
４
５
―

３
２
―

９
２
８
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
台
　
金
澤 

明るい選挙啓発
ポスターコンクール

１
月
11
日
、
「
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
」
を
役
場
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
上
牧
町
選

挙
管
理
委
員
会
が
「
明
る
く
正
し

い
選
挙
」
を
啓
発
す
る
た
め
に
、

町
内
の
小
学
校
へ
参
加
を
呼
び
か

け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
ポ
ス
タ
ー
の
中
か
ら

優
秀
な
作
品
に
送
ら
れ
る
上
牧
町

長
表
彰
に
は
三
小
六
年
生
の
西
川

聖
哲
く
ん
、
委
員
長
表
彰
に
は
上

小
五
年
生
の
伊
井
綾
音
さ
ん
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

上牧第二中学校

地域の先輩に仕事の
素晴らしさを学ぶ

シルバークラブ連合会

脳卒中についての講習会

働
く
こ
と
を
人
生
の
先
輩

か
ら
学
ぼ
う
と
、
調
理
師
・

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技
能
士
・
美

容
師
・
幼
稚
園
教
諭
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
か
た
を
講

師
と
し
て
招
い
て
、
そ
の
技

術
を
拝
見
し
な
が
ら
職
業
に

つ
い
て
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

直
接
お
話
を
伺
う
だ
け
で
な

く
実
際
に
握
り
寿
司
を
作
っ

た
り
、
生
花
を
飾
り
付
け
て

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
に
す
る

な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
、
生

徒
た
ち
は
職
業
を
持
つ
こ
と

の
素
晴
し
さ
を
感
じ
と
っ
て

い
ま
し
た
。

上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
高

重
幸
平
会
長
）
で
は
２
月
12
日
に
２
０
０

０
年
会
館
で
脳
卒
中
予
防
に
つ
い
て
の
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。

近
年
、
脳
卒
中
に
よ
る
循
環
障
害
が
増

え
つ
つ
あ
る
状
況
か
ら
、
会
員
が
少
し
で

も
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
お
く

れ
る
よ
う
に
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

脳
卒
中
の
予
防
や
万
一
発
症
し
た
と
き

の
対
応
に
つ
い
て
の
内
容
に
、
会
場
に
は

二
百
五
十
名
を
越
え
る
参
加
者
が
訪
れ
、

皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

今
後
も
会
員
の
健
康
維
持
の
た
め
の
勉
強

会
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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水
道
の
水
圧
低
下
と
一
部
で
断
水

関
西
電
力
に
よ
る
水
道
部
の
高
圧
供
給

用
変
圧
変
成
器
の
取
替
工
事
に
併
せ
て
、

水
道
部
の
自
家
発
電
設
備
点
検
作
業
を
実

施
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
上
牧
町
の
給
水
地
区
（
片

岡
台
地
区
は
除
く
）
で
、
夜
間
一
時
的
に

水
圧
の
低
下
と
標
高
の
高
い
地
区
で
は
一

部
断
水
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
設
備
の
故
障
な
ど

に
よ
る
断
水
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
と
　
き

３
月
14
日（
水
）
午
前
１
時
か
ら

２
時
ま
で
の
一
時
間

▼
問
合
先

上
下
水
道
課

76
ー
４
５
９
９

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す

奈
良
県
労
働
委
員
会
で
は
、
「
突
然
、

解
雇
や
配
置
転
換
さ
れ
た
が
納
得
で
き
な

い
」
「
何
の
説
明
も
な
く
賃
金
を
引
き
下

げ
ら
れ
た
」
な
ど
、
個
々
の
労
働
者
と
事

業
主
間
の
労
働
条
件
、
そ
の
他
労
働
関
係

に
関
す
る
紛
争
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る

個
別
労
働
関
係
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
、
費
用
は
無
料
で
す
。

▼
問
合
先

奈
良
県
労
働
委
員
会
事
務
局

０
７
４
２
ー
20
ー
４
４
３
１

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
プ
ー
ド
ル（
犬
）

作
り
教
室
開
催

荷
作
に
使
う
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
を
手
で
編
ん

で
、
か
わ
い
い
プ
ー
ド
ル
を
作
る
講
習
会

を
す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
の
指
導
で
行
い

ま
す
。

出
来
上
っ
た
プ
ー
ド
ル
の
高
さ
は
十
七

cm
で
す
。
作
品
は
２
０
０
０
年
会
館
ロ
ビ

ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
と
　
き

３
月
15
日
（
木
）
・
22
日
（
木
）
の

午
後
１
時
か
ら
３
時
頃
ま
で
。
両
日
と
も

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
保
健
指
導
室

▼
定
　
員

十
名

▼
費
　
用

二
百
円

▼
持
参
品

ハ
サ
ミ
・
十
五
cm
さ
し

▼
申
込
方
法

３
月
５
日（
月
）
午
前
８
時
30

分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

特
別
支
援
教
育
指
導
生
徒
支
援

ス
タ
ッ
フ
募
集

▼
業
務
内
容

町
内
の
小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
に
在

籍
す
る
児
童
生
徒
の
中
で
特
別
な
配
慮
を

必
要
と
す
る
指
導
生
徒
と
、
特
別
支
援
学

級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
へ
の
介
護
や
学

習
活
動
へ
の
支
援

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
申
込
資
格

教
育
免
許
を
持
つ
健
康
な
か
た

▼
採
用
期
間

４
月
１
日
か
ら
。
勤
務
状
況
が
良
好
な

場
合
、
六
か
月
毎
の
期
間
で
更
新
が
あ
り

ま
す
。

▼
賃
　
金

時
給
八
百
二
十
円

▼
勤
務
条
件

一
日
六
時
間
・
週
五
日
勤
務

勤
務
時
間
は
概
ね
午
前
９
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
。

▼
休
　
日

週
休
二
日
制
。
土
・
日
・
祝
日
と
学
校

が
休
み
の
期
間

▼
申
込
期
間

３
月
１
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
の
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

▼
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
記
入
の

う
え
教
員
免
許
状
の
写
し
を
、
教
育
総
務

課
に
持
参
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

書
類
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

後
日
面
接
の
う
え
採
用
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。

▼
問
合
先

教
育
総
務
課

役
場
内
線
１
３
５
番

定
例
会
は
３
月
５
日
か
ら

第
一
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
３
月
５

日（
月
）の
午
前
10
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
日

程
に
つ
い
て
は
３
月
１
日（
木
）
午
前
10
時

開
催
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま
す
。

▼
問
合
先

議
会
事
務
局

役
場
内
線
３
０
４
番

上
牧
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店

電
話
番
号
を
変
更

上
牧
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
う
ち

次
の
事
業
所
が
電
話
番
号
を
変
更
し
ま
し

た
。

・
奈
良
県
北
葛
城
郡
上
牧
町
下
牧
２
―
１
―
21

（
有
）グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ

新
し
い
電
話
番
号

０
７
４
５
ー
57
ー
０
３
１
９

▼
問
合
先

上
下
水
道
課

71
ー
５
２
３
４
番
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高
齢
者
一
人
暮
し
へ
の
防
火
訪
問

西
和
消
防
署
で
は
、
春
季
火
災
予
防
運

動
（
３
月
１
日
〜
３
月
７
日
）
行
事
の
一
環

と
し
て
「
七
十
五
歳
以
上
、
お
一
人
暮
ら

し
宅
防
火
訪
問
」
を
行
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
機
の
設
置
、
火
の
取

り
扱
い
注
意
や
暖
房
器
機
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
通
じ
て
、
皆
様
方
と
ふ
れ
合
う
な
か

で
防
火
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
訪
問
戸
数
が
多
い
た
め
、
場
合

に
よ
っ
て
は
訪
問
が
３
月
下
旬
ま
で
ず
れ

込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
で
お
会
い
出
来
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
電
話
に
よ
り
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
先

西
和
消
防
署
　

73
ー
１
０
０
１

国
保
の
保
険
証
の
更
新

保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
）

は
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明

書
で
あ
り
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

の
受
診
券
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

お
取
り
扱
い
く
だ
さ
い
。

・
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。

・
必
ず
手
も
と
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
資
格
が
無
く
な
っ
た
ら
国
保
の
窓
口
へ
返

し
て
く
だ
さ
い
。

・
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

・
出
産
、
死
亡
、
職
場
の
健
康
保
険
へ
の
加

入
な
ど
世
帯
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
国

保
の
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
、
４
月
１
日

以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
保
険
証
の
更

新
を
次
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
更
新
日

３
月
19
日
か
ら
30
日
ま
で
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
但
し
土
・

日
は
除
く
）

▼
更
新
場
所

役
場
一
階
保
険
年
金
課

☆
な
お
、
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た
に

つ
い
て
は
３
月
下
旬
に
郵
送（
※
簡
易
書
留

郵
便
）に
よ
り
交
付
し
ま
す
の
で
有
効
期
限

の
切
れ
た
保
険
証
は
、
ご
自
身
で
処
分
願

い
ま
す
。

簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
取
り
に
印
鑑
が

必
要
で
す
。
配
達
日
に
ご
不
在
の
場
合
は

郵
便
物
の
お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
が
投
函

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
に
し
た
が
っ

て
再
配
達
な
ど
に
よ
り
、
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

一
週
間
の
保
管
期
間
経
過
後
は
役
場
に

戻
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
後
は
保
険
年
金

課
窓
口
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
願
い
ま
す
。

▼
問
合
先

保
険
年
金
課
　

役
場
内
線
１
２
６
・
１
２
７
番

戦
没
者
遺
族
へ
の
特
別
弔
慰
金

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
第
九
回
特
別

弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
４
月
２
日
ま
で
で
す
。

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
た
か
た
が
亡

く
な
る
な
ど
し
た
た
め
に
、
平
成
21
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、
公
序
扶
助
料
、
遺
族

年
金
な
ど
を
う
け
る
か
た
が
い
な
い
場
合

に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族
の
か
た
で
ま
だ
請

求
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
福
祉
課
へ
問

い
合
わ
せ
の
う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

福
祉
課

役
場
内
線
１
３
１
・
１
３
０
番

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）価
格
を

縦
覧
し
ま
す

地
方
税
法
第
四
一
六
条
に
よ
り
固
定
資

産（
土
地
・
家
屋
）価
格
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
４
月
２

日
（
月
）
か
ら
第
一
期
納
期
限
５
月
31
日

（
木
）
ま
で
の
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30

分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

役
場
一
階
税
務
課
固
定
資
産
税
係

▼
問
合
先

税
務
課

役
場
内
線
１
２
４
・
１
４
８
番

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
の
発
表
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

☆
３
月
27
日（
火
）ま
で

・
水
墨
画
幽
秀
会
（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
先
山
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
　
火
・
日
曜
日（
陳
列

ケ
ー
ス
）

☆
役
場
　
３
月
12
日（
月
）か
ら
５
月
18
日（
金
）ま
で

・
上
牧
写
真
ク
ラ
ブ

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　

76
ー
３
６
１
０

固
定
資
産
税
の
評
価
の
基
礎
と

な
る
路
線
価
図
を
公
開

固
定
資
産
税
の
宅
地
評
価
に
つ
い
て
納
税

者
に
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
路
線
価
図
な
ど
の
公
開
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
地
目

宅
地

▼
対
象
範
囲

全
て
の
路
線
価

▼
対
象
者

納
税
者
以
外
も
含
め
て

▼
と
　
き

４
月
２
日
（
月
）
以
降
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
30
分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

役
場
一
階
税
務
課
固
定
資
産
税
係

▼
問
合
先

税
務
課

役
場
内
線
１
２
４
・
１
４
８
番
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予防接種とは、はしか（麻しん）や百日咳の

ような感染症の原因となるウィルスや細菌な

どの毒の力を弱めてワクチンを作り、これを

体に接種して、その病気に対する抵抗力（免

疫）を作ることを言います。

平成19年の春、はしかが大流行しました。

その中には、子どものときにはしかの予防接

種を受けていなかったために症状が重くなっ

てしまったかたもいました。

予防接種をしていなかったために、病気に

かかったときに症状が重くなってしまうのは

はしかだけのことではありません。ワクチン

が現在のように普及する前は、我が国でも多

くの子どもが流行の病気にかかり、亡くなっ

ていました。子どもたちが健康ですくすく育

っていく、その背景には、予防接種の普及が

ありました。

私たち大人は、子どもたちに、あるだけの

ものを与えたいと思います。それは単に物質

だけでなく、「思いやり」や「いつくしみの

心」も含まれます。その一つに、予防接種と

いう、子どもの人生を病気から守る大切なも

のがあることを忘れないでほしいのです。未

来を担う子どもが育つ環境を整えてあげるこ

とも大人の役割です。

現在、定期予防接種には、ＢＣＧ・ＤＰＴ

（三種混合ワクチン）・ＤＴ（二種混合ワクチ

ン）・ＭＲ（麻しん風しん混合ワクチン）・日

本脳炎・ポリオがあります。

まだ、接種していない予防接種がないか、

お子さんの母子健康手帳で、もう一度確認し

てください。適切な実施時期や回数などの相

談は生き活き対策課（2000年会館内）までお

問い合わせください。

☆ワクチンの接種期限

・ＭＲ（麻しん風しん混合ワクチン）Ⅱ期、

Ⅲ期、Ⅳ期

◇年長児にあたる年齢（Ⅱ期；平成17年４月

２日～18年４月１日生れ）のかた

◇中学１年生（Ⅲ期；平成10年４月２日～11

年４月１日生れ）のかた

◇高校三年生相当（Ⅳ期；平成５年４月２日

～６年４月１日生れ）のかた

上牧町の年長児の接種率は61.３%、中

学１年生の接種率が67.５%、高校３年生

相当の接種率が58.2%となっています。

（昨年４月から12月までの接種状況より）

まだ接種していないかたは予防接種法に

よる、無料で受けられる期間が平成24年

３月31日までとなっていますので早めに

接種してください。

●

予
防
接
種
は
思
い
や
り
●

親
子
で
作
る
お
や
つ
教
室

▼
と
　
き

３
月
27
日（
火
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
（
調
理

実
習
室
）

▼
メ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
グ
ル
ト
マ
フ
ィ

ン
・
オ
レ
ン
ジ
か
ん
（
本
年
度
中
は

同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
す
）

▼
対
象
者

四
歳
か
ら
小
学
三
年
生
の

親
子
（
本
年
度
中
一
回
の
み
受
講
し

て
く
だ
さ
い
）

▼
定
　
員

親
子
合
わ
せ
て
二
十
名

▼
参
加
費

大
人
二
百
円
、
子
ど
も
百

円
▼
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル

▼
申
込
方
法

３
月
５
日（
月
）
午
前
８

時
30
分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策

課
窓
口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
歯
科
巡
回
相
談

食
べ
物
を
お
い
し
く
感
じ
、
し
っ
か

り
か
ん
で
食
べ
る
た
め
に
は
お
口
の
健

康
が
第
一
で
す
。
歯
科
検
診
、
入
れ
歯

の
手
入
れ
も
含
め
口
腔
機
能
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

▼
と
　
き

３
月
15
日（
木
）
午
前
10
時

か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
集
団
検

診
室
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

★成人健康相談
と　き：３月23日（金)【要予約】

午前９時から11時30分までと

午後１時30分から４時まで受付

糖尿病・高血圧・高脂血症・禁

煙・生活習慣を改善したいなど、何

でもお気軽にご相談ください。

対象者には個人通知します。

★乳児（３・10ヵ月児）健康診査
３ヵ月児

と　き：３月８日（木)

午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成23年11月10日から12

月８日生まれ。

10ヵ月児

と　き：３月８日（木)

時間は個人通知します

対象者：平成23年４月10日から５月

８日生まれ。

★１歳８ヵ月児健康診査
と　き：３月７日（水)

★乳児相談
と　き：３月６日（火）

午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児と

保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・

離乳食など）。午後２時から２時

30分は交流会を行います（ふれあ

い遊び、保健師のお話：テーマ

「育児サークル」、保護者の交流）。

交流会の時間は、計測を一時中

断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：３月23日（金）

午前９時から11時までと午後１

時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児

と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て

など）。

持参品：母子健康手帳

午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成22年６月19日から８

月７日生まれ。

★３歳児健康診査
と　き：３月15日（木)

午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成20年８月27日から10

月15日生まれ。

▼
対
象
者

高
齢
の
か
た
で
お
口
の
健

康
が
気
に
な
る
か
た
先
着
二
十
名

▼
持
参
品

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
な
ど

▼
費
　
用

無
料

▼
申
込
方
法

３
月
５
日（
月
）
午
前
８

時
30
分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策

課
窓
口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

集
団
特
定
健
康
診
査

平
成
23
年
度
に
、
健
診
を
受
け
ら
れ

て
い
な
い
か
た
は
是
非
受
け
て
く
だ
さ

い
。

▼
と
　
き

３
月
22
日（
木
）
午
前
９
時

か
ら
11
時
ま
で
受
付

▼
対
象
者

四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま

で
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
、
昨
年
４

月
か
ら
11
月
末
ま
で
に
特
定
健
康
診

査
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
か
た

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

▼
費
　
用

五
百
円

▼
内
　
容

問
診
、
身
体
測
定
、
腹
囲
、

検
尿
、
血
圧
、
血
液
検
査
、
骨
密
度

検
査
、
医
師
の
診
察
。
※
医
師
の
判

断
で
追
加
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
特
定
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い

か
た
で
、
人
間
ド
ッ
ク
・
職
場
で
の
定

期
健
診
・
か
か
り
つ
け
医
で
の
定
期
検

査
を
実
施
の
か
た
は
、
検
査
結
果
の
情

報
提
供
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

電
話
か
保
険
年
金
課
窓

口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

役
場
内
線
１
２
２
番

お願い

乳幼児健診時の窓口対応

健診時は予防接種予診票・母子健

康手帳などの窓口での発行業務を

お待たせすることがあります。

平日、午前９時から午後５時ま

で利用して頂けます。３月８日

（木）、７日（水）･15日（木）の午後

は健診などで混み合います。

プレイルーム利用日について
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あなたの消費生活知識診断＜チェックテスト＞ 
　身近で起こっている問題に関して様々な内容を掲載してきました。掲載内容について

再度ご確認いただきたいので、今回はクイズ形式にしてみました。 

　　　ネガティブオプションについて（2011年4月号掲載） 

　業者Ａから注文した覚えのない本が宅配便で届き、開封した。本と請求書と「到着後10日以内

に振り込んで下さい」というメモが入っていた。お金を払う必要はあるか？ 

 
　　　劇場型勧誘について（2011年7月号掲載） 

　不動産業者Ｃ社から電話があり「老人ホームを運営しているＤ社から手紙が届いたか？届いた

らまた連絡がほしい」と電話があった。Ｄ社から手紙が届き開封すると、『温泉付き老人ホーム

の入居権利を500万円で売ります』と書かれていた。手紙を読んだ後、Ｃ社に電話をかけると「あ

なたは幸運な人だ。Ｄ社が運営している老人ホームの入居権利の購入はなかなかできず、購入待

ちの人が多い。あなたがＤ社から500万円で買ってくれたら、私どもＣ社が580万円で買い取る」

と言われた。これはお金が儲かるチャンスだから権利を買うべき？　 

 
　　　アダルトサイトの請求画面について（2011年8月号掲載) 

　パソコンを使ってインターネットで検索中、突然アダルトサイトにつながった。ちょっと見て

みようと思い、年齢を入力してクリックしたら「登録完了、登録料金56,000円を払ってください」

「支払わない限りこの請求画面は消えません」と画面に表示された。年齢を入力してクリックし

た責任上、登録料金は支払って請求画面を消してもらうべき？ 

 

＜解答および解説―詳細は役場ＨＰに掲載されている過去の広報紙をご確認下さい＞ 

 
　　　支払う必要はありません。 

　契約は「売ります」「買います」という売り手と買い手の意思が合致した時に初めて成立しま

す。この事例の場合は「買います」という意思表示をしていないのに、送り付けてきたので契約

は成立していないので、支払う必要はありません。商品の保管期限は「業者に商品の引き取りを

請求した場合、商品到着から7日間。引き取りを請求しなかった場合は商品到着から14日間」で

す。該当する期限内は手元で保管して下さい。 

 
　　　買ってはいけません。 

　上手い儲け話はありません。この場合Ｃ社とＤ社がグルになっていて、Ｄ社から権利を買った

後は、Ｃ社と連絡がとれなくなり、買い取ってもらえず消費者が損をします。これは「劇場型勧

誘」というタイプの悪徳商法です。簡単にお金は儲かりません。 

 
　　　払ってはいけません。 

　登録金額の確認およびその金額に関する承諾をしていないので、契約は成立していません。し

つこく請求してくることがありますが、登録金額の確認および承諾をしていないなら無視し続け

て下さい。請求画面の消去については消費生活相談室かインターネット接続を契約しているプロ

バイダー等にご相談ください。（電話相談も可能） 

 

　4月号以降も毎月身近に起こっているトラブル事例を紹介しながら、消費生活に関する基礎知

識を広報していきます。ぜひご一読ください。また消費生活にまつわることであれば、ささいな

ことでもお気軽にご相談ください。（来室でも電話でもＯＫです） 

Ｑ １ 

Ｑ 2

Ｑ 3

Ｑ １ 

Ｑ 2

Ｑ 3
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 78－9903

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

3月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

新 刊 紹 介

邪馬台
北森鴻著　新潮社

日本人の価値観
鈴木賢志著　中央公論新社

良い悪いは別にして
他者との比較でよく
わかることもあるよ
うです。国際世論調
査のデータをもとに
世界中の国々をラン
キング、その結果を
ふまえて日本人の考
え方や価値観を分か
りやすく分析してい
ます。

雨あがりのメデジン
アルフレッド・ゴメス＝セルダ著　すずき出版

時代劇などでもお
馴染みの、病に苦
しむ貧しい人達を
救うための施設・
小石川養生所で、
思うような治療が
出来ないことに悩
みつつも奮闘する
青年医師を主人公
にした、心温まる
時代小説です。

春告げ坂
安住洋子著　新潮社

メディアでもよく取
り上げられる書家の
金澤翔子さんを紹介
しています。「人が
喜ぶのを見るのが、
彼女の喜びなので
す。」母親の康子さ
んのそんな言葉を表
すエピソードがたく
さん綴られていま
す。（児童書）

希望の筆
丘修三著　佼成出版社

新しくできた奇妙
な建物は図書館と
いうらしい、図書館
って何をするとこ
ろだろう？南米コ
ロンビアの都市メ
デジンの貧困地区
を舞台にした、少年
たちと図書館員の
未来への希望を感
じる物語。（児童書）

雑誌連載中に著者
が急逝し絶筆とな
った作品でしたが、
著者が遺した構想
ノートをもとに浅
野理沙子氏が書き
継ぎ出版されまし
た。民俗学の視点
から古代日本史の
謎にせまる歴史ミ
ステリー小説です。

★3月のお話会ピーターパン★

6日（火）･20日（火）
午前10時30分から

10日（土）午後２時から

蔵書点検のお知らせ ３月５日（月）まで

蔵書点検のため図書館は休館します。

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/̃ kanmaki/

・本、AV資料は期限内に返却しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで。

ゆりが 

ゆりが 

（
広
告
）

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne . jp/̃kanmaki/
・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p
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世帯数....................9,757(－13)

男　性.................11,430(－19)

女　性.................12,551(－10)

合　計.................23,981(－29)
（ ）は前月比

平
成
24
年
１
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください
76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください
0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。
当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：秘書課　 役場内線222番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第二水曜日　午後1時～3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：先着申込順5名
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：

役場徴収課へ事前に電話で申し込ん
でください。（相談日の1週間前から
申込受付。） 役場内線125番

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時
毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室

と　き：毎週月曜日 午後1時～5時
毎週水曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場二階相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校
と　き：３月２･14日

午前11時～午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校
と　き：３月９日

午前11時～午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）
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